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ネイチャーポジティブによる生物多様性保全特
集

　

二
〇
一
〇
年
目
標
か
ら
ポ
ス
ト
愛
知
目
標
へ

　

生
物
多
様
性
に
関
す
る
包
括
的
な
国
際
条
約
で
あ
る
生
物
多
様
性
条
約

で
は
、「
生
物
多
様
性
の
保
全
」「
生
物
多
様
性
の
構
成
要
素
の
持
続
可
能

な
利
用
」「
遺
伝
資
源
の
利
用
か
ら
生
ず
る
利
益
の
公
正
か
つ
衡
平
な
配

分
」
が
、
そ
の
目
的
と
し
て
第
一
条
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
（
図
１
）。

　

そ
の
恒
常
的
な
三
つ
の
目
的
に
つ
い
て
、
期
間
を
定
め
て
戦
略
的
に
進

め
て
い
く
グ
ロ
ー
バ
ル
な
目
標
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
初
代
と
な
る

目
標
は
、
二
〇
〇
二
年
に
生
物
多
様
性
条
約
第
六
回
締
約
国
会
議
（
Ｃ
Ｏ

Ｐ
６
）
で
策
定
さ
れ
た
「
二
〇
一
〇
年
目
標
」（
二
〇
一
〇
年
ま
で
が
対

象
期
間
）
で
あ
り
、
二
つ
目
は
初
代
の
目
標
年
に
あ
た
る
二
〇
一
〇
年
に

策
定
さ
れ
た
「
生
物
多
様
性
戦
略
計
画
二
〇
一
一
―
二
〇
二
〇
及
び
愛
知

ネ
イ
チ
ャ
ー
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
よ
る
生
物
多
様
性
保
全

目
標
」（
二
〇
二
〇
年

ま
で
が
対
象
期
間
、
通

称
「
愛
知
目
標
」）
で

あ
る
が
、
そ
の
い
ず
れ

も
「
未
達
成
」
な
い
し

は
「
部
分
的
に
達
成
」

に
留
ま
っ
て
き
た
。

　

そ
し
て
、
三
代
目
と

も
い
え
る
目
標
が
、
愛

知
目
標
の
後
継
と
な
る

「
ポ
ス
ト
二
〇
二
〇
生

物
多
様
性
枠
組
」（
ポ
ス

ト
愛
知
目
標
）
で
あ
り
、
二
〇
一
八
年
頃
か
ら
各
種
会
議
で
議
論
が
進
め

ら
れ
て
き
た
（
図
２
）。

　

そ
の
ポ
ス
ト
愛
知
目
標
と
し
て
、
二
〇
二
二
年
一
二
月
に
開
催
さ
れ
た

生
物
多
様
性
条
約
第
一
五
回
締
約
国
会
議
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
15
）
に
お
い
て
、
二

〇
三
〇
年
ま
で
を
対
象
期
間
と
し
た
「
昆
明
・
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
生
物
多

様
性
枠
組
」(K

unm
ing-M

ontreal G
lobal B

iodiversity F
ram

ework

、
以

下
「
Ｋ
Ｍ
Ｇ
Ｂ
Ｆ
」)

が
採
択
さ
れ
た
。
枠
組
の
名
称
は
、
中
国
を
議
長

国
と
し
、
カ
ナ
ダ
の
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
こ
と
に
由
来
す
る
。

二
〇
一
九
年
以
降
に
猛
威
を
振
る
っ
た
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
―
19
の
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
に
伴
い
、
そ
の
開
催
時
期
は
当
初
予
定
の
二
〇
二
〇
年
か
ら
二
〇
二
二

年
ま
で
後
ず
れ
し
、
開
催
都
市
も
徹
底
し
た
対
策
を
継
続
し
た
当
初
の
中

国
・
昆
明
か
ら
、
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
に
変
更
に
な
っ
た
。
そ
の
結
果
と
し

て
、
枠
組
の
名
称
に
は
両
都
市
が
併
記
さ
れ
る
形
と
な
っ
た
。

　

二
〇
一
〇
年
に
策
定
さ
れ
た
「
愛
知
目
標
」
と
後
継
の
Ｋ
Ｍ
Ｇ
Ｂ
Ｆ
を

数
値
目
標
で
比
較
す
る
と
、
Ｋ
Ｍ
Ｇ
Ｂ
Ｆ
は
一
〇
の
定
量
要
素
か
ら
構
成

さ
れ
て
お
り
、
愛
知
目
標
の
四
個
（
追
加
的
に
二
〇
一
四
年
な
ど
に
決
定

さ
れ
た
要
素
を
含
む
）
か
ら
大
幅
に
増
加
し
て
い
る
。

ネ
イ
チ
ャ
ー
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
を
め
ざ
す

世
界
の
潮
流

二
〇
三
〇
年
ま
で
に
陸
域
と
海
域
の
三
〇
％
以
上
を
保
全
す
る
と
い
う
国
際
目
標
が
掲
げ
ら
れ
た
。

そ
の
た
め
に
生
物
多
様
性
の
損
失
を
止
め
、
反
転
さ
せ
る
緊
急
行
動
を
と
る
、

い
わ
ゆ
る
﹁
ネ
イ
チ
ャ
ー
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
﹂
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

生
物
多
様
性
条
約
締
約
国
会
議
で
の
議
論
を
含
め
た
世
界
的
な
動
向
を
紹
介
し
て
い
た
だ
く
。
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。

　

昆
明
・
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
生
物
多
様
性
枠
組
と
＂
30
ｂ
ｙ
30
＂

　

Ｋ
Ｍ
Ｇ
Ｂ
Ｆ
は
、
二
〇
五
〇
年
ビ
ジ
ョ
ン
と
そ
れ
に
む
け
た
四
つ
の
ゴ

ー
ル
（
次
頁
図
３

左
側
）、並
び
に
二

〇
三
〇
年
ま
で
の

ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
具

体
的
な
二
三
個
の

タ
ー
ゲ
ッ
ト
（
図

３
右
側
）
か
ら
構

成
さ
れ
る
。

　

そ
の
二
三
の
タ

ー
ゲ
ッ
ト
の
う
ち
、

主
要
な
も
の
の
一

つ
が
、
通
称
「
30

ｂ
ｙ
30
」
と
呼
ば

れ
る
、
二
〇
三
〇

年
ま
で
に
「
陸
地

及
び
海
洋
の
三
〇

％
を
保
護
地
域
等

で
保
全
管
理
」
で

あ
る
。

図１●生物多様性条約
　　　３つの目的とサイクルの想定

利益配分 生物多様性保全

持続可能な利用

図２●生物多様性条約の３つの目標

持続可能な開発目標（SDGs）
（2015 年採択）（2016 － 2030）

2010 年目標
（2002 － 2010）

「生物多様性の損失速度
を 2010 年までに顕著
に減少させる」（2002、
COP6）

愛知目標
（2011 － 2020）

（2010、COP10［日本］）

ポスト愛知目標
（2020［延期］、COP15［中国］）

「2010 年目標は達成
されず、生物多様性は
引き続き減少している」

（2010、GBO3）
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等

国別目標検討
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次期国家戦略


